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隅
谷
三
喜
男
・
古
賀
比
呂
志
編
著

『
日
本
職
業
訓
練
発
展
史
』

e

（
戦
後
編
）

　
人
間
生
活
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
労
働
、
職
業
、
生
産
技
術
、
技
能
が
歴

史
的
に
も
重
要
な
領
域
を
な
し
個
々
人
の
切
実
な
関
心
事
と
さ
れ
て
き
た
こ
と

　
　
　
紹
介
と
批
評

は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
し
か
し
、
近
代
史
に
お
け
る
産
業
社
会
化
の
構
造
的
な
展
開
は
広
い
意
味
で

の
労
働
が
、
ω
職
業
労
働
使
命
（
8
≡
眞
・
＜
0
8
ぎ
P
ω
R
鳳
）
、
q
D
　
職

業
・
労
働
組
織
（
0
8
巷
豊
8
）
、
⑯
生
産
手
段
・
技
術
・
技
能
と
労
働
（
す
ダ

一
呂
。
霞
）
、
の
相
互
の
有
機
的
関
連
と
統
合
が
失
わ
れ
、
労
働
自
体
が
次
第
に

形
式
化
、
企
業
化
・
組
織
化
、
分
解
化
し
て
く
る
動
き
の
中
で
、
あ
ら
た
め

て
、
労
働
、
職
業
、
職
業
訓
練
の
問
題
領
域
を
現
代
的
に
再
考
察
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
て
く
る
。

　
ま
た
わ
が
国
の
場
合
、
近
代
化
の
過
程
で
、
西
洋
技
術
を
積
極
的
に
導
入
土

着
化
し
、
第
二
次
大
戦
後
の
高
度
成
長
期
を
経
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、
産
業

構
造
や
人
口
構
造
の
変
化
と
国
際
環
境
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い
う
労

働
力
、
労
働
市
場
を
め
ぐ
る
具
体
的
で
さ
し
迫
つ
た
問
題
に
も
関
係
し
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
科
学
技
術
の
加
速
度
的
な
進
展
、
行

政
・
産
業
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
・
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
活
動
と
組
織
の
変

化
、
「
生
き
が
い
」
や
自
己
存
在
の
追
求
、
人
々
の
価
値
観
の
流
動
化
や
変
化
、

生
活
ス
タ
イ
ル
の
模
索
と
生
活
史
・
生
涯
へ
の
関
心
、
「
労
働
」
と
「
余
暇
」
、

ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
の
探
求
、
生
活
不
安
、
就
職
と
失
業
、
災
害
事
故
、
等
々
と

い
つ
た
動
き
の
も
と
で
、
個
々
人
が
自
ら
の
労
働
、
職
業
、
訓
練
に
つ
い
て
よ

り
積
極
的
に
考
え
対
処
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
も
か
か
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

　
本
書
の
隅
谷
三
喜
男
・
古
賀
比
呂
志
編
著
『
日
本
職
業
訓
練
発
展
史
』
（
戦
後

編
ー
労
働
力
陶
冶
の
課
題
）
（
昭
和
五
三
年
三
月
刊
）
は
隅
谷
三
喜
男
、
古
賀
比
呂

志
、
吉
永
芳
史
、
桐
木
逸
朗
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
発
表
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
（
一
七
七
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

さ
れ
た
隅
谷
三
喜
男
編
著
『
日
本
職
業
訓
練
発
展
史
』
　
（
上
巻
ー
先
進
技
術
土
着

化
の
過
程
i
）
（
昭
和
四
五
年
二
月
刊
、
日
本
労
働
協
会
）
、
隅
谷
編
著
『
日
本
職
業

訓
練
発
展
史
』
（
下
巻
－
日
本
的
養
成
制
度
の
形
成
ー
）
（
昭
和
四
六
年
七
月
刊
、
日
本

労
働
協
会
）
に
連
ら
な
る
共
同
研
究
の
第
三
部
作
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
隅
谷
は
日
本
賃
労
働
史
論
、
労
働
市
場
論
、
労
働
経
済

学
等
に
お
い
て
秀
れ
た
研
究
業
績
を
も
の
に
し
、
単
な
る
歴
史
研
究
に
と
ど
ま

ら
ず
に
幅
広
く
現
実
的
な
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
学
者
で
あ
り
、
こ

こ
に
日
本
資
本
主
義
経
済
の
形
成
展
開
過
程
に
お
け
る
技
能
労
働
老
の
養
成
・

職
業
訓
練
に
つ
い
て
の
社
会
科
学
的
な
研
究
が
こ
れ
ま
で
比
較
的
に
等
閑
視
さ

れ
て
き
た
状
況
の
中
で
い
ち
早
く
研
究
動
向
の
中
心
と
な
つ
て
本
書
に
至
る
三

部
作
を
も
つ
て
「
幕
末
か
ら
昭
和
四
十
年
代
初
頭
ま
で
の
、
目
本
に
お
け
る
技

能
労
働
者
の
養
成
訓
練
の
歴
史
的
考
察
を
完
了
」
（
序
言
．
U
）
さ
せ
た
こ
と
に
も

敬
服
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
職
業
訓
練
に
関
連
し
た
研
究
と
し
て
は
実
務
的
な
類
書
を
別
に
し
て
佐
藤

守
・
佐
田
玄
治
・
羽
田
新
・
板
垣
幹
男
共
著
『
徒
弟
教
育
の
研
究
』
（
御
茶
の
水

董
房
、
昭
和
三
七
年
）
、
石
原
孝
一
　
『
日
本
技
術
教
育
史
論
』
（
一
一
コ
書
房
、
昭
和
三

七
年
）
、
先
の
隅
谷
三
喜
男
編
著
『
日
本
職
業
訓
練
発
展
史
』
（
上
・
下
巻
、
昭
和

四
五
、
六
年
、
日
本
労
働
協
会
）
、
産
業
訓
練
白
書
編
集
委
員
会
編
『
産
業
訓
練
百

年
史
』
（
日
本
産
業
訓
練
協
会
、
昭
和
四
六
年
）
、
中
山
三
郎
・
鶴
巻
敏
夫
・
岡
本
秀

昭
『
こ
れ
か
ら
の
教
育
訓
練
』
（
現
代
労
務
管
理
全
書
第
六
巻
、
日
本
生
産
性
本
部
、

昭
和
四
一
年
）
、
大
河
内
一
男
・
そ
の
他
編
『
職
業
訓
練
』
（
現
代
労
働
問
題
講
座
、

第
七
巻
、
有
斐
閣
、
昭
和
四
二
年
）
、
R
・
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
著
（
中
原
晃
訳
）
『
欧
米

の
職
業
教
育
・
訓
練
』
（
日
刊
労
働
通
信
社
、
昭
和
四
四
年
）
、
宮
地
誠
哉
、
倉
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
　
（
一
七
七
八
）

史
郎
編
『
職
業
教
育
』
（
講
座
現
代
技
術
と
教
育
、
第
四
巻
、
開
隆
堂
、
昭
和
五
〇
年
）

な
ど
が
あ
る
が
、
社
会
学
の
分
野
か
ら
の
こ
れ
ら
の
問
題
領
域
へ
の
接
近
は
特

に
わ
が
国
の
場
合
こ
れ
ま
で
職
業
生
活
・
職
業
社
会
学
・
職
業
社
会
化
（
0
9
〒

冨
ぎ
き
；
8
巨
一
鋸
ぎ
旨
）
の
研
究
・
教
育
社
会
学
の
中
で
一
般
的
・
概
念

的
な
考
察
に
と
ど
ま
る
か
・
計
量
的
な
職
業
・
社
会
移
動
研
究
を
軸
と
し
て
展

開
さ
れ
て
き
た
た
め
に
一
部
の
人
々
を
除
い
て
軽
視
さ
れ
て
き
た
、
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
労
働
経
済
論
、
社
会
福
祉
論
、
労
働
法
、
組
織
論
、
教
育
学
、

心
理
学
、
社
会
成
層
論
、
労
働
者
生
活
論
、
地
域
社
会
論
等
の
接
点
の
も
と
で

こ
の
問
題
領
域
は
社
会
科
学
的
な
研
究
が
今
後
と
も
一
層
深
め
ら
れ
る
必
要
が

あ
る
し
、
社
会
学
の
分
野
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
の
歴
史
的
・
実
証
的
・
理
論
的

研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
本
書
を
含
め
た
一
連
の
研
究
は
職
業
訓
練
研
究
の
一
つ
の
先
駆
で
あ
り
、
本

書
（
戦
後
編
）
は
、
先
の
（
上
．
下
巻
）
と
同
様
に
一
貫
し
て
労
働
経
済
論
・
労

働
市
場
論
の
基
本
視
座
か
ら
「
職
業
訓
練
」
制
度
（
制
度
の
形
成
と
崩
解
、
戦
後

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
お
け
る
そ
の
再
編
と
展
開
）
を
跡
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
紹
介
と
批

評
は
本
書
（
戦
後
編
）
だ
け
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
筆
者
は
社
会
成
層

論
・
移
動
論
・
職
歴
研
究
の
視
座
か
ら
、
む
し
ろ
先
駆
的
な
研
究
成
果
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
紹
介
と
批
評
を
簡
潔
に
試
み
る
こ
と
に
す

る
。

（⇒

　
幕
末
か
ら
第
二
次
大
戦
末
期
に
至
る
展
開
の
中
で
「
幕
末
以
降
日
本
資
本
主

義
の
発
展
に
伴
つ
て
導
入
さ
れ
た
西
欧
先
進
技
術
を
操
作
駆
使
す
る
に
必
要
な



熟
練
労
働
者
が
、
ど
の
よ
う
に
調
達
・
養
成
さ
れ
た
か
、
そ
の
機
構
が
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
、
経
済
の
成
長
過
程
で
ど
う
変
様
し
て
い
つ
た
か
」
を
追
求
し

た
の
が
、
先
の
『
日
本
職
業
訓
練
発
展
史
』
（
上
・
下
二
巻
）
で
あ
つ
た
。

　
・
、
る
」
で
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
培
わ
れ
た
工
業
や
商
業
等
の
徒
弟
制
度
と

藩
・
塾
・
寺
小
屋
の
学
校
教
育
と
い
う
土
壌
に
支
え
ら
れ
て
、
幕
末
か
ら
第
二

次
大
戦
末
期
迄
を
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
、
ま
ず
第
一
期
（
幕
末
か
ら
ほ
ぼ
明
治

十
年
代
に
わ
た
る
時
期
）
の
技
能
養
成
・
職
業
訓
練
は
《
伝
習
制
》
（
「
官
営
工
場

等
を
中
心
に
、
養
成
機
関
を
設
け
、
西
欧
の
技
術
者
お
よ
び
熟
練
職
工
を
教
師
と
し
て
技

能
の
《
伝
習
》
を
は
か
つ
た
）
、
第
二
期
（
明
治
十
年
代
末
か
ら
三
十
年
末
迄
）
の
《
年

期
徒
弟
制
》
（
《
伝
習
》
を
受
け
た
熟
練
職
工
が
親
方
と
な
り
、
そ
の
下
で
《
徒
弟
》
と

い
う
形
で
の
養
成
で
あ
り
、
《
年
期
徒
弟
》
に
せ
よ
大
工
場
の
少
年
《
見
習
工
》
に
せ
よ
、

「
技
能
の
習
得
は
、
基
本
的
に
く
見
よ
う
見
ま
ね
V
一
＄
讐
ぎ
α
q
び
賓
3
ぎ
吸
の
域
を
脱

し
な
か
つ
た
」
）
、
そ
し
て
第
三
期
（
明
治
三
＋
年
末
よ
り
第
二
次
大
戦
末
期
迄
）
の
《
養

成
工
制
》
の
形
成
と
崩
壊
（
よ
り
高
度
の
技
術
体
系
と
そ
れ
に
見
合
う
熟
練
労
働
力
が

要
請
さ
れ
、
「
企
業
は
義
務
教
育
あ
る
い
は
高
等
小
学
校
修
了
者
を
《
養
成
工
》
と
し
て

採
用
し
二
、
三
年
間
主
と
し
て
企
業
の
技
術
体
系
に
適
合
し
た
－
…
〈
特
殊
化
さ
れ
た
V

呂
8
旨
a
技
術
教
育
を
行
う
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
」
が
、
「
昭
和
十
年
代
の
戦
時
経

済
に
お
い
て
は
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
内
容
的
に
は
空
洞
化
し
、
第
二
次
大
戦

末
期
に
崩
壊
す
る
」
）
を
跡
づ
け
て
い
た
（
序
言
）
。

　
訓
練
制
度
に
み
る
こ
の
《
養
成
工
制
度
》
は
、
日
本
的
労
使
関
係
と
し
て
特

徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
「
年
功
制
」
、
「
終
身
雇
用
」
と
表
裏
の
関
係
で
形
成
さ
れ

て
き
た
、
と
い
う
労
働
史
・
労
働
市
場
を
軸
と
す
る
注
目
す
べ
き
制
度
論
的
考

察
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
（
戦
後
編
）
の
構
成
は
第
一
部
と
第
二
部
か
ら
な
り
、
第

一
部
で
は
戦
後
に
お
け
る
職
業
訓
練
体
制
の
再
編
と
展
開
の
具
体
的
な
過
程

を
、
第
二
部
で
は
労
働
市
場
論
的
枠
組
に
よ
つ
て
日
本
の
技
能
労
働
者
の
養
成

訓
練
に
関
す
る
理
論
的
考
察
を
、
扱
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
第
一
部
、
戦
後
職
業
訓
練
体
制
の
再
編
・
確
立
と
そ
の
展
開

　
　
序
章
、
経
済
復
興
過
程
に
お
け
る
技
能
者
養
成
問
題

　
　
第
一
章
、
技
能
教
育
訓
練
体
制
の
再
編

　
　
第
二
章
、
技
術
革
新
下
の
技
能
教
育
訓
練
と
職
業
訓
練
法
の
制
定

　
　
第
三
章
、
高
度
経
済
成
長
下
の
技
能
教
育
訓
練
と
職
業
訓
練
法
の
改
正

　
第
二
部
、
わ
が
国
工
場
技
能
労
働
者
の
企
業
内
訓
練
の
理
論
的
考
察

　
　
第
一
章
、
職
業
訓
練
の
考
察
と
仮
設

　
　
第
二
章
、
企
業
内
諸
形
態
と
O
J
T
の
特
質

　
　
第
三
章
、
職
場
訓
練
の
経
済
理
論

　
　
第
四
章
、
生
産
技
術
、
技
能
及
び
職
務
の
特
殊
化

　
　
第
五
章
、
昇
給
、
内
部
昇
進
制
と
年
功
制
、
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
み
る
と
、
第
一
部
の
序
章
「
経
済
復
興

過
程
に
お
け
る
技
能
者
養
成
問
題
」
で
は
、
先
に
触
れ
た
年
功
制
、
終
身
雇
用

と
表
裏
し
て
形
成
さ
れ
た
《
養
成
工
制
度
》
と
し
て
の
わ
が
国
近
代
工
業
に
お

け
る
技
能
訓
練
体
制
が
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
産
業
、
経
済
の
麻
痺
状
態
と
敗

戦
に
よ
る
経
済
の
壊
滅
状
態
に
よ
つ
て
崩
壊
し
た
が
、
「
戦
後
再
出
発
し
た
日

本
資
本
主
義
の
復
興
と
再
建
の
歩
み
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
職
業
訓
練
体
制
は

装
い
を
新
た
に
し
て
再
興
、
再
編
、
確
立
さ
れ
、
そ
し
て
さ
ら
に
改
編
」
（
四

頁
）
さ
れ
て
い
く
戦
後
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
一
七
七
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
昭
和
二
〇
年
か
ら
、
二
三
年
に
か
け
て
の
時
期
で
は
例
え
ば
、
浦
賀
船

渠
、
日
立
製
作
所
日
立
工
場
、
日
本
製
鉄
、
三
菱
長
崎
造
船
所
、
新
三
菱
神
戸

造
船
所
、
石
川
島
重
工
業
の
よ
う
に
、
細
々
と
「
養
成
工
」
制
度
を
継
続
し
て

い
た
企
業
が
あ
つ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
主
と
し
て
在
学
生
徒
に
対
す
る
形
式

的
な
継
続
的
教
育
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
空
襲
に
よ
る
施
設
の
焼
失
・
破
壊
、
焼
残

り
施
設
の
住
宅
利
用
、
賠
償
指
定
と
企
業
の
再
編
問
題
な
ど
に
よ
る
生
産
の
停

止
、
「
ナ
ベ
・
カ
マ
生
産
」
、
平
和
経
済
の
た
め
の
基
礎
的
生
産
財
部
門
に
お
け

る
生
産
の
未
開
始
、
新
規
採
用
の
差
し
控
え
な
ど
で
、
企
業
内
養
成
工
制
度
を

含
め
て
わ
が
国
の
職
業
訓
練
体
制
は
全
面
的
に
崩
壊
状
態
に
あ
つ
た
（
七
ー
八

頁
）
。

　
し
か
し
、
終
戦
直
後
の
経
済
の
崩
壊
に
続
く
経
済
復
興
過
程
に
お
い
て
、
失

業
対
策
の
一
環
と
し
て
の
職
業
補
導
事
業
、
学
制
改
革
と
職
業
教
育
、
企
業
の

再
建
に
伴
う
技
能
労
働
者
養
成
の
必
要
、
更
に
戦
前
の
工
場
法
に
代
え
て
昭
和

二
二
年
四
月
の
労
働
三
法
の
一
つ
で
あ
る
労
働
基
準
法
制
定
（
基
準
法
の
中
で
も

第
七
章
「
技
能
者
の
養
成
』
に
関
す
る
規
定
）
の
諸
契
機
に
よ
つ
て
戦
後
の
技
能
者

養
成
問
題
が
論
議
さ
れ
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
期

に
お
け
る
職
業
訓
練
は
法
制
的
規
定
と
は
裏
腹
に
全
体
と
し
て
企
業
内
訓
練
に

し
ろ
停
滞
と
模
索
が
続
い
て
お
り
、
公
共
職
業
訓
練
も
応
急
的
な
失
業
対
策
の

一
環
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
早
く
も
「
新
規
中
卒
者
の
職
業
補
導
機
関
的
性

格
を
持
ち
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
二
七
頁
）
。

　
第
一
章
「
技
能
教
育
訓
練
体
制
の
再
編
」
で
は
、
時
期
的
に
は
ほ
ぼ
昭
和
二

十
年
代
後
半
期
、
「
自
立
経
済
再
建
過
程
」
の
第
一
の
局
面
を
対
象
と
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
（
一
七
八
○
）

「
こ
の
過
程
は
、
朝
鮮
動
乱
に
続
く
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
締
結
を

機
に
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
が
「
自
立
経
済
再
建
」
を
合
い
言
葉
に
企
業
の
合

理
化
、
産
業
の
近
代
化
、
重
化
学
工
業
化
を
急
速
か
つ
強
力
に
お
し
進
め
、
独
占

的
競
争
・
寡
占
市
場
体
制
が
再
編
さ
れ
て
い
く
』
過
程
（
三
〇
頁
）
で
あ
り
、

「
…
…
戦
後
の
日
本
資
本
主
義
は
、
ま
ず
経
営
権
の
確
立
を
図
り
つ
つ
企
業
の

再
建
に
着
手
し
、
一
方
に
お
い
て
企
業
の
合
理
化
、
近
代
化
を
お
し
進
め
、
他

方
で
戦
後
崩
壊
し
た
職
場
秩
序
確
立
の
た
め
に
職
階
制
や
T
W
I
（
↓
鍔
巨
話

名
一
浮
日
ゴ
身
曾
q
）
の
導
入
、
労
働
協
約
の
改
訂
、
労
務
管
理
体
制
、
職
制

な
ど
の
確
立
、
そ
れ
に
「
養
成
工
」
制
度
の
再
興
を
急
ぐ
こ
と
に
な
つ
た
の
で

あ
る
」
（
一
一
二
頁
）
。

　
ま
ず
こ
の
期
に
お
い
て
は
経
営
管
理
体
制
の
回
復
と
職
場
秩
序
の
確
立
に

は
、
特
に
労
務
管
理
と
技
能
指
導
、
再
教
育
の
点
で
「
現
場
監
督
者
訓
練
」
と

し
て
の
T
W
I
方
式
の
導
入
実
施
が
果
し
た
役
割
も
大
き
か
つ
た
わ
け
で
、
こ

こ
で
は
特
に
大
企
業
で
の
実
例
が
検
討
さ
れ
、
次
に
大
企
業
に
お
け
る
「
養
成

工
レ
制
度
の
再
興
と
企
業
内
教
育
訓
練
体
制
の
整
備
と
模
索
、
中
小
企
業
に
お

け
る
技
能
教
育
訓
練
、
公
共
職
業
補
導
所
の
性
格
変
化
、
の
問
題
が
扱
わ
れ
て

い
る
。

　
昭
和
二
六
年
に
産
業
教
育
振
興
法
が
制
定
さ
れ
た
と
は
い
え
新
た
な
変
化
に

対
応
し
た
産
業
教
育
体
制
の
改
革
は
み
ら
れ
ず
、
学
制
改
革
に
よ
る
工
業
高
校

の
産
業
教
育
も
量
的
・
質
的
に
極
め
て
貧
弱
で
あ
つ
た
か
ら
、
眼
前
に
差
し
迫

つ
て
い
る
企
業
合
理
化
と
近
代
化
と
に
対
応
す
る
技
能
者
養
成
の
必
要
か
ら
、

大
企
業
は
自
ら
養
成
工
制
度
の
再
興
に
乗
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た

（
四
四
ー
四
五
頁
）
。
ま
た
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
「
戦
前
に
お
い
て
形
成
さ
れ



か
っ
変
質
過
程
に
あ
つ
た
職
人
徒
弟
制
並
び
に
工
場
徒
弟
制
は
、
戦
後
再
び
復

活
し
崩
壊
過
程
に
あ
つ
た
わ
ず
か
の
伝
統
的
な
地
場
産
業
に
お
け
る
職
人
徒
弟

制
の
場
合
を
除
い
て
は
、
再
編
成
さ
れ
ず
に
崩
壊
し
」
（
五
五
頁
）
、
あ
る
い
は
崩

壊
し
つ
つ
あ
ウ
、
二
つ
以
上
の
事
業
主
が
共
同
し
て
同
業
組
合
、
そ
の
他
適
当
な

機
関
を
利
用
す
る
「
共
同
」
技
能
者
養
成
制
度
を
生
成
さ
せ
、
あ
る
い
は
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

単
独
養
成
施
設
の
設
置
を
模
索
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
更
に
公
共
職

業
補
導
所
の
性
格
変
化
に
つ
い
て
は
、
ω
従
来
の
新
規
中
卒
者
の
補
導
施
設
機

関
化
し
て
い
た
公
共
補
導
所
に
加
え
て
、
失
業
保
険
施
設
と
し
て
総
合
職
業
補

導
所
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
、
O
⇒
公
共
職
業
補
導
所
を
修
了
す
る
補
導
生
に
対
し

昭
和
二
九
年
二
月
下
旬
全
国
一
斉
に
技
能
検
定
が
実
施
さ
れ
、
以
後
年
二
回
ず

つ
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
、
㈹
昭
和
二
九
年
「
養
成
規
定
」
の
改
正

に
よ
り
、
技
能
者
養
成
制
度
と
公
共
職
業
補
導
事
業
と
の
関
連
性
、
提
携
、
協

力
の
姿
勢
が
う
ち
だ
さ
れ
た
こ
と
、
は
注
目
さ
れ
る
（
六
四
ー
六
五
頁
）
。

　
次
の
第
二
章
「
技
術
革
新
下
の
技
能
教
育
訓
練
と
職
業
訓
練
法
の
制
定
」
で

は
、
ほ
ぼ
昭
和
三
十
年
前
半
期
を
対
象
に
基
幹
産
業
の
一
応
の
確
立
を
基
礎
に

生
産
性
向
上
運
動
（
三
＋
年
三
月
に
日
本
生
産
性
本
部
創
立
）
の
も
と
に
技
術
革
新

を
展
開
さ
せ
つ
つ
、
高
度
成
長
経
済
を
指
向
す
る
局
面
で
の
技
能
教
育
訓
練
体

制
の
確
立
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
こ
の
再
興
、
再
編
さ
れ
つ
つ
あ

つ
た
各
分
野
に
お
け
る
技
能
教
育
訓
練
体
制
は
、
三
十
三
年
の
職
業
訓
練
法
の

制
定
を
も
つ
て
一
応
の
確
立
を
み
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
（
七
〇
頁
）
。

　
大
量
生
産
方
式
導
入
の
確
立
期
と
し
て
こ
の
期
に
お
い
て
「
技
術
革
新
に
よ

る
労
働
内
容
と
職
種
の
変
化
は
、
革
新
的
大
工
場
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
の
配

置
と
編
成
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
し
た
が
つ
て
労
働
力
需
要
構
造
を
著
し
く
変

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

化
さ
せ
る
こ
と
と
な
つ
た
」
（
七
四
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
O
科
学
的
・
技
術
的
知

識
並
び
に
熟
練
技
能
を
有
す
る
比
較
的
若
年
令
の
知
的
．
熟
練
技
能
工
の
要
請

と
他
方
で
は
短
期
間
で
作
業
に
習
熟
し
う
る
単
純
技
能
工
か
ら
な
る
労
働
力
構

成
の
要
請
、
⇔
旧
来
の
熟
練
工
ま
た
は
経
験
工
の
本
工
採
用
の
さ
し
控
え
、
㊧

組
立
生
産
作
業
の
標
準
化
・
単
純
化
に
と
も
な
う
（
女
子
中
卒
）
単
純
工
・
未

経
験
工
・
臨
時
工
の
需
要
、
四
知
的
・
熟
練
工
、
主
と
し
て
多
能
工
が
一
定
数

要
請
さ
れ
、
優
秀
な
中
卒
者
（
ま
た
は
高
卒
者
）
を
選
抜
し
て
基
幹
・
中
堅
技
能

工
と
し
て
養
成
す
る
こ
と
の
必
要
、
㈲
技
術
革
新
に
よ
り
、
例
え
ぽ
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が
一
段
と
進
展
し
た
装
置
工
場
で
は
、
高
卒
程
度
の
基
礎

学
力
を
有
す
る
労
働
力
需
要
の
増
大
、
が
み
ら
れ
つ
つ
あ
つ
た
（
七
四
1
七
五

頁
）
。
し
か
し
、
「
－
…
技
術
革
新
の
展
開
の
も
と
で
労
働
力
需
要
が
増
大
し
つ

つ
あ
つ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
革
新
的
大
企
業
に
お
け
る
合
理
化
、
省
力
化
、

雇
用
節
約
効
果
と
労
務
費
の
低
コ
ス
ト
化
を
反
映
し
て
、
第
三
次
産
業
雇
用
、

中
小
企
業
の
低
賃
金
雇
用
、
そ
れ
に
大
企
業
の
臨
時
工
雇
用
が
大
部
分
を
占
め

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
一
方
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
相
対
的
過
剰

労
働
力
の
存
在
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
は
技
能
工
の
著
し
い
不
足
状
態
が

顕
在
化
し
て
ぎ
た
」
（
七
七
頁
）
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
連
の
動
向
の
中
で
、
昭
和
三
十
三
年
五
月
に
職
業
訓
練
法
が

議
会
を
通
過
し
、
七
月
に
公
布
さ
れ
た
。
す
で
に
特
に
大
企
業
に
お
い
て
は

　
「
養
成
規
程
」
に
準
拠
し
て
、
あ
る
い
は
企
業
独
自
の
形
態
や
各
種
学
校
な
ど

の
形
態
で
、
こ
の
職
業
訓
練
法
の
制
定
以
前
に
「
養
成
工
」
制
度
の
再
興
と
と

も
に
企
業
内
教
育
体
制
を
確
立
整
備
し
て
い
た
が
、
職
業
訓
練
法
は
新
た
に
、

ω
公
共
職
業
訓
練
制
度
、
鋤
事
業
内
職
業
訓
練
制
度
、
㈹
技
能
検
定
制
度
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
一
七
八
一
）
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相
互
の
関
連
を
も
た
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
体
系
的
・
総
合
的
な
職
業
訓
練
制
度

の
確
立
を
意
図
し
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
従
来
の
労
働
基
準
法
に
基
づ
く
年
少

労
働
者
保
護
の
見
地
か
ら
の
技
能
者
養
成
事
業
と
、
職
業
安
定
法
に
基
づ
く
職

業
補
導
事
業
と
を
職
業
訓
練
行
政
と
し
て
統
合
・
一
本
化
し
、
公
共
と
民
問
の

職
業
訓
練
体
制
の
有
機
的
総
合
体
制
化
を
図
り
、
そ
し
て
、
技
能
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
と
客
観
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
「
職
業
の
安
定
と
労
働
者
の
地
位
の
向

上
」
を
図
る
と
と
も
に
、
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
技
術
並
び
に
技
能
の
水
準

と
生
産
性
の
著
し
い
格
差
、
さ
ら
に
労
働
力
需
給
の
構
造
的
不
均
衡
に
対
処
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
（
八
四
頁
、
八
八
頁
）
。

　
ω
公
共
職
業
訓
練
制
度
は
、
一
般
職
業
訓
練
所
（
設
置
主
体
は
都
道
府
県
）
、
総

合
職
業
訓
練
所
（
労
働
福
祉
事
業
団
）
、
中
央
職
業
訓
練
所
（
同
上
）
、
身
体
障
害

者
職
業
訓
練
所
（
国
及
び
都
道
府
県
、
但
し
国
の
設
置
し
た
訓
練
所
の
運
営
は
都
道
府

県
）
か
ら
な
り
、
働
事
業
内
職
業
訓
練
制
度
は
、
事
業
内
職
業
訓
練
制
度
、
認

定
職
業
訓
練
、
共
同
職
業
訓
練
団
体
の
行
な
う
認
定
職
業
訓
練
、
そ
し
て
追
加

訓
練
、
再
訓
練
及
び
職
長
訓
練
そ
の
他
の
労
働
者
の
指
導
監
督
に
関
す
る
訓
練

に
対
す
る
援
助
、
よ
り
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
こ
の
第
二
章
で
は
、
職
業
訓
練
法
が
制
定
さ
れ
る
に
至
る
前
後
の
大
企
業

（
造
船
・
自
動
車
・
電
機
・
鉄
鋼
の
四
産
業
ー
三
菱
長
崎
造
船
所
、
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
立

工
場
、
八
幡
製
鉄
所
）
、
中
小
企
業
及
び
公
共
職
業
訓
練
（
東
京
都
、
大
田
区
、
青

森
県
）
の
技
能
教
育
訓
練
の
動
き
に
つ
い
て
事
例
的
に
、
そ
し
て
主
に
統
計
資

料
を
活
用
し
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
第
三
章
「
高
度
経
済
成
長
下
の
技
能
教
育
訓
練
と
職
業
訓
練
法
の
改

正
」
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
（
一
七
八
二
）

　
戦
後
日
本
の
資
本
主
義
経
済
は
、
昭
和
三
四
年
頃
か
ら
四
十
年
代
前
半
に
か

け
て
驚
異
的
な
高
度
成
長
を
持
続
し
、
産
業
構
造
の
急
速
な
変
化
・
消
費
構
造

の
変
化
・
激
し
い
労
働
力
需
給
の
構
造
変
化
等
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
技
能
労
働

の
不
足
、
産
業
の
人
手
不
足
、
女
子
労
働
力
供
給
の
増
大
、
転
離
職
者
の
増

大
や
農
業
労
働
力
の
流
出
、
高
卒
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
入
職
者
の
構
成
比
の
増
大
化

が
著
し
く
な
り
、
「
…
…
公
共
職
業
訓
練
施
策
と
し
て
も
高
卒
者
の
技
能
教
育

訓
練
問
題
、
さ
ら
に
婦
人
労
働
力
に
対
す
る
技
能
訓
練
、
農
漁
村
流
出
労
働
力

に
対
す
る
転
換
訓
練
、
中
高
年
労
働
力
に
対
す
る
転
換
・
能
力
再
開
発
訓
練
並

び
に
再
訓
練
問
題
を
、
ま
た
企
業
に
お
い
て
も
新
規
高
卒
者
の
技
能
教
育
訓
練

を
初
め
て
と
し
、
労
働
力
不
足
の
た
め
の
多
様
な
労
働
力
給
源
か
ら
調
達
し
た

労
働
力
に
対
す
る
短
期
訓
練
、
技
能
の
変
容
や
陳
腐
化
の
た
め
の
職
種
転
換
訓

練
、
基
礎
学
力
と
技
能
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
の
た
め
の
再
訓
練
な
ど
を
大
き
く

と
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
」
（
二
〇
七
頁
）
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
も
と
で
昭
和
三
三
年
に
制
定
さ
れ
た
職
業
訓
練
法
は
は
や

く
も
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
旧
職
業
訓
練
法
に
よ
る
訓
練
体

制
で
は
、
公
共
職
業
訓
練
と
民
間
の
そ
れ
と
の
有
機
的
総
合
化
が
意
図
さ
れ
、

試
み
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
体
系
化
が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
旧
訓
練

法
が
現
実
に
激
し
く
変
動
し
つ
つ
あ
る
労
働
経
済
情
勢
に
対
応
し
て
い
な
い
面

が
指
摘
さ
れ
、
四
十
一
年
の
「
雇
用
対
策
法
」
制
定
の
背
景
も
あ
つ
て
、
改
正

さ
れ
た
新
職
業
訓
練
法
が
昭
和
四
十
四
年
七
月
に
成
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
第

三
章
三
節
）
。

　
こ
の
新
職
業
訓
練
法
は
、
旧
訓
練
法
の
専
ら
産
業
労
働
力
の
確
保
の
視
点
か

ら
で
は
な
く
「
生
涯
訓
練
と
し
て
の
職
業
訓
練
の
理
念
」
（
一
西
八
頁
）
の
基
本



理
念
に
立
つ
て
、
職
業
訓
練
の
体
系
を
段
階
的
に
整
備
し
、
公
共
職
業
訓
練
、

事
業
内
職
業
訓
練
、
技
能
検
定
等
に
つ
い
て
の
統
一
的
規
定
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
雇
用
促
進
事
業
団
、
市
町
村
を
含
め
て
設
立
主
体
が
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
ま
で

の
「
職
業
訓
練
所
」
の
名
祢
は
、
（
専
修
）
（
高
等
）
（
身
体
障
害
者
）
『
訓
練
校
」

等
と
改
祢
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
多
く
の
職
業
訓
練

校
の
実
態
（
特
に
中
小
企
業
、
公
共
訓
練
校
の
場
合
）
は
先
の
基
本
構
想
と
は
か
け

離
れ
た
動
向
を
示
し
つ
つ
あ
つ
た
（
二
四
九
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
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ヤ
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こ
こ
で
も
、
前
章
同
様
に
大
企
業
、
中
小
企
業
及
び
公
共
職
業
訓
練
校
に
お

け
る
技
能
教
育
訓
練
に
つ
い
て
事
例
的
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ω
高
度
成

長
下
の
大
企
業
の
技
能
教
育
訓
練
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
造
船
業
三
菱
長
崎
造

船
所
の
場
合
も
造
船
工
程
の
技
術
革
新
は
現
業
員
の
技
術
内
容
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
に
な
り
、
「
技
能
教
育
は
、
か
つ
て
一
般
教
養
、
基
礎
学
科
な
ど
に
か

な
り
の
時
間
を
さ
ぎ
、
応
用
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
技
能
の
レ
ベ

ル
・
ア
ッ
プ
の
潜
在
能
力
を
育
成
し
、
そ
の
上
で
技
能
の
具
体
的
習
得
と
い
う

形
で
か
な
り
の
時
間
を
か
け
て
い
た
の
が
大
き
く
変
り
、
基
本
技
能
と
し
て
各

種
熔
接
、
ク
レ
ー
ン
、
玉
掛
け
な
ど
の
基
本
的
技
能
と
、
図
面
の
読
み
方
を
短
期

間
（
数
ヶ
月
）
で
修
得
さ
せ
、
配
置
先
で
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
で
若
干
の
専
門

教
育
訓
練
を
行
い
、
一
種
の
取
付
作
業
の
た
め
の
多
能
工
が
主
流
と
な
つ
て
」

　
「
…
…
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
多
面
的
能
力
が
要
求
さ
れ
て
い
る
」
（
二
＝
丁

三
頁
）
。
そ
し
て
「
…
…
中
卒
の
養
成
工
志
願
者
の
激
減
に
対
応
し
て
高
卒
の

現
業
員
採
用
と
い
う
方
向
を
た
ど
る
こ
と
」
に
な
り
「
明
治
三
十
二
年
に
設
立

さ
れ
た
「
三
菱
工
業
予
備
学
校
」
以
来
の
長
い
伝
統
を
持
つ
た
「
三
菱
長
崎
造

船
技
術
学
校
」
は
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
生
徒
募
集
を
打
切
り
、
昭
和
四
十
五

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

年
三
月
で
つ
い
に
そ
の
長
い
歴
史
を
閉
じ
た
」
（
二
二
一
貢
）
の
で
あ
り
、
代
り

に
昭
和
四
十
三
年
か
ら
新
規
高
卒
者
や
中
途
採
用
者
を
技
能
教
育
訓
練
に
六
か

月
間
所
属
さ
せ
て
技
能
訓
練
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
他
、
自

動
車
工
業
（
ト
ヨ
タ
自
工
）
、
電
機
産
業
（
日
立
工
場
）
、
鉄
鋼
業
（
八
幡
製
鉄
所
）

に
つ
い
て
も
各
々
意
欲
的
に
技
能
教
育
訓
練
を
展
開
し
て
い
る
動
き
が
み
ら
れ

る
が
、
筆
者
な
り
に
要
約
す
る
と
、
や
は
り
＠
絶
え
間
な
い
技
術
革
新
に
伴
い

ま
す
ま
す
高
い
教
育
・
技
能
水
準
と
継
続
的
な
技
能
教
育
訓
練
（
生
涯
訓
練
）

の
必
要
、
⑥
高
校
進
学
率
の
上
昇
に
つ
れ
て
技
能
職
の
採
用
源
を
中
卒
者
に
求

め
る
こ
と
の
困
難
、
更
に
＠
産
業
構
造
の
転
換
、
労
働
者
の
労
働
・
価
値
意
識

の
変
化
、
生
涯
設
計
・
高
学
歴
志
向
の
中
で
高
卒
技
能
教
育
訓
練
制
度
自
体
と

職
場
組
織
・
労
務
管
理
の
あ
り
方
の
模
索
、
と
い
つ
た
動
き
を
浮
彫
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
O
D
中
小
企
業
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
単
独
認
定
（
法
定
）
職
業
訓
練
、
共
同
認

定
（
法
定
）
職
業
訓
練
の
実
態
が
事
例
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
⑥
単
独
に
し

ろ
共
同
に
し
ろ
職
業
訓
練
制
度
を
活
用
・
実
施
し
て
い
る
企
業
自
体
が
数
少
く

労
働
力
不
足
や
景
気
に
著
し
く
左
右
さ
れ
て
廃
止
や
休
止
、
高
学
歴
志
向
が
強

ま
る
中
で
、
入
校
希
望
者
の
逓
減
、
と
い
つ
た
実
例
が
多
い
こ
と
、
㈲
中
小
企
業

と
い
え
ど
も
、
や
は
り
技
術
革
新
・
技
能
訓
練
を
積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
し
、
法
定
養
成
訓
練
の
形
態
を
と
ら
ず
に
独
自
に
比
較
的
組
織

的
な
技
能
教
育
訓
練
体
制
を
改
編
、
整
備
し
て
い
つ
た
企
業
も
存
在
し
て
い
る

こ
と
、
＠
大
多
数
の
中
小
工
場
で
は
、
非
組
織
的
、
非
体
系
的
な
O
J
T
（
職
場
訓

練
）
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑥
「
訓
練
校
の
訓
練
を
受
け
て
も
学
歴
に
な
ら

ず
、
ま
た
会
社
間
で
全
く
評
価
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
技
能
工
の
資
格
も
会
社
間
で
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
（
一
七
八
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

金
等
々
と
結
び
つ
け
て
評
価
さ
れ
ず
、
し
た
が
つ
て
技
能
工
に
対
す
る
評
価
や

そ
の
社
会
的
地
位
が
未
確
立
で
あ
る
こ
と
」
　
（
二
六
八
頁
の
注
1
）
、
な
ど
の
諸

点
が
指
摘
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
㈹
公
共
職
業
訓
練
校
に
お
け
る
技
能
教
育
訓
練
の
動
向
（
東
京
都
、

大
田
区
、
青
森
県
）
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
問
題
点
と
し
て
㈹
中
小
企
業
の
場
合

と
重
り
合
う
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
特
に
⑥
能
力
再
開
発
訓
練
課
程
の
応
募
率
が

次
第
に
高
く
な
つ
て
き
て
お
り
、
中
高
年
、
女
子
労
働
力
に
対
す
る
訓
練
の
あ

り
方
が
今
後
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
⑥
入
校
前
の

前
職
調
査
と
修
了
後
の
就
職
調
査
な
ど
の
比
較
分
析
の
必
要
、
⑥
「
…
…
応
募

者
並
び
に
入
校
者
の
問
題
、
退
校
者
の
問
題
、
訓
練
種
目
の
問
題
、
技
能
教
育

訓
練
方
法
の
実
際
問
題
と
教
育
訓
練
の
修
得
状
況
、
訓
練
生
の
意
識
・
考
え
方

等
多
く
の
諸
問
題
が
も
つ
と
詳
細
に
分
析
・
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ

と
」
（
二
八
九
頁
）
、
⑥
「
公
共
職
業
訓
練
修
了
生
の
就
職
後
の
追
跡
調
査
資
料

が
切
に
望
ま
れ
る
こ
と
」
（
二
九
二
頁
）
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ

ら
の
諸
点
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
全
く
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

　
第
二
部
「
わ
が
国
工
場
技
能
労
働
者
の
企
業
内
訓
練
の
理
論
的
考
察
」
で

は
、
企
業
内
技
能
教
育
訓
練
、
I
T
（
施
設
訓
練
）
と
O
J
T
と
密
接
な
関
わ

り
を
も
ち
、
特
殊
化
し
た
技
能
労
働
力
の
確
保
・
保
持
の
手
段
と
し
て
の
昇
給

並
び
に
内
部
昇
進
と
年
功
賃
金
、
長
期
勤
続
、
終
身
雇
用
と
の
関
連
（
特
に
大

企
業
に
お
け
る
そ
れ
ら
相
互
の
密
接
な
関
連
）
を
労
働
市
場
論
の
立
場
か
ら
経
済
理

論
的
考
察
を
試
み
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
い
。

㊧

九
六
　
　
（
一
七
八
四
）

　
以
上
、
本
書
『
日
本
職
業
訓
練
発
展
史
』
（
戦
後
編
）
の
内
容
、
特
に
第
一
部

「
戦
後
職
業
訓
練
体
制
の
再
編
・
確
立
と
そ
の
展
開
」
を
中
心
に
み
て
ぎ
た
が
、

「
発
展
史
」
と
し
て
捉
え
る
に
は
あ
ま
り
に
生
々
し
い
と
は
い
え
戦
後
三
〇
年
間

の
職
業
訓
練
制
度
の
展
開
を
そ
の
実
態
と
理
論
的
側
面
か
ら
跡
づ
け
た
も
の
と

い
え
る
。
職
業
訓
練
は
、
職
業
に
よ
つ
て
、
ま
た
技
能
水
準
に
よ
つ
て
も
異
な

る
が
、
形
態
的
に
は
、
大
き
く
O
企
業
内
技
能
教
育
訓
練
、
口
学
校
教
育
（
公

共
職
業
訓
練
、
各
種
学
校
、
中
学
校
．
高
等
学
校
．
短
大
・
大
学
等
）
に
分
け
ら
れ
る

が
、
本
書
で
は
主
に
工
業
部
門
を
中
心
に
工
場
現
場
労
働
者
の
技
能
教
育
訓
練

に
つ
い
て
大
企
業
の
企
業
内
（
事
業
内
）
技
能
教
育
訓
練
、
中
小
企
業
の
技
能

教
育
訓
練
、
公
共
職
業
教
育
訓
練
の
展
開
が
考
察
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
戦
後
の
職
業
訓
練
発
展
史
を
通
じ
て
浮
び
上
つ
て
く
る
基
本
な
動
向
と
し

て
、
職
業
訓
練
法
の
制
定
・
改
正
（
最
近
の
改
正
は
昭
和
五
三
年
の
第
三
次
改
正
）
の

動
き
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ω
職
業
訓
練
が
労
働
者
（
働
こ
う
と
す
る
意
志
を
も

ち
、
働
く
な
ん
ら
か
の
能
力
を
も
つ
人
）
の
職
業
生
活
の
全
期
間
を
通
じ
て
（
い
つ
で

も
、
何
処
で
も
、
望
む
か
ぎ
り
）
段
階
的
か
つ
体
系
的
に
行
な
わ
れ
る
必
要
が
ま

す
ま
す
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
（
中
高
年
令
者
．
婦
女
子
・
高
学
歴
者
・
他
を
も
含
め

た
生
涯
訓
練
）
、
0
9
科
学
技
術
の
発
展
が
著
し
く
、
技
術
革
新
が
進
め
ら
れ
、
高

学
歴
志
向
が
強
め
ら
れ
る
中
で
公
共
職
業
訓
練
を
含
め
て
学
校
教
育
と
企
業
内

教
育
訓
練
と
の
相
互
関
連
を
絶
え
ず
再
検
討
・
調
整
・
統
合
化
し
て
い
か
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
、
㈹
職
業
訓
練
と
技
能
検
定
と
が
相
互
に
密
接
に
関
連
づ

け
ら
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
、
⑪
の
職
業
特
性
や
地
域
特
性
を
配
慮
し
つ



っ
公
共
職
業
訓
練
の
地
方
分
権
化
や
創
意
工
夫
が
進
め
ら
れ
る
必
要
の
あ
る
こ

と
、
更
に
ω
大
企
業
を
除
け
ば
多
く
の
中
小
企
業
や
公
共
職
業
訓
練
校
の
実
態

は
、
い
ま
だ
不
充
分
な
教
育
訓
練
で
あ
り
、
現
実
の
社
会
経
済
的
な
動
向
や
法

制
的
な
理
念
と
か
け
離
れ
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
課
題
が
存
し
て

お
り
今
後
一
層
の
職
業
訓
練
行
政
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
㈹
独
占
・
寡

占
体
制
に
お
け
る
大
企
業
は
企
業
内
技
能
訓
練
を
通
じ
て
、
技
能
を
一
層
特
殊

化
し
確
保
・
保
持
し
て
、
年
功
制
の
維
持
や
勤
続
の
長
期
化
を
持
続
的
に
図
り

易
い
こ
と
、
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
本
書
は
そ
の
副
題
の
「
労
働
力
陶
冶
の
課
題
と
展
開
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
労
働
市
場
論
の
立
場
か
ら
職
業
訓
練
制
度
を
マ
ク
ロ
に
考
察
し
た
も
の

で
あ
る
。
確
か
に
事
例
的
資
料
も
活
用
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
技
術
革
新
や
労

働
市
場
の
変
化
と
対
応
さ
せ
て
職
業
訓
練
制
度
自
体
の
変
化
に
焦
点
を
あ
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
技
能
教
育
訓
練
を
受
け
る
労
働
者
側
の
労
働
者
生
活

論
か
ら
の
視
点
、
追
跡
調
査
を
含
め
て
技
能
労
働
者
の
職
歴
（
生
涯
）
考
察
の

視
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
業
訓
練
の
中
で
技
能
教
育
訓
練
と
技
能
検

定
と
の
関
連
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
と
し
た
ら
、
技
能
検
定
制
度
に
つ
い
て

の
史
的
考
察
が
試
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
ろ
う
し
、
扱
わ
れ
て
い
る
分
析
資

料
に
つ
い
て
も
事
例
的
に
数
少
い
し
、
企
業
や
公
共
職
業
訓
練
校
等
の
独
自
調

査
、
訓
練
生
の
意
識
・
二
ー
ズ
調
査
資
料
、
労
働
組
合
の
訓
練
制
度
へ
の
反

応
・
対
応
な
ど
を
も
含
め
て
分
析
さ
れ
た
ら
、
よ
り
多
面
的
・
立
体
的
な
検
討

が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
を
以
て
幕
末
・
明
治
か
ら
第
二
次
大
戦
終
戦
後
三
〇

年
に
至
る
『
日
本
職
業
訓
練
（
制
度
）
発
展
史
』
の
三
部
作
が
完
成
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

り
、
重
要
な
研
究
領
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
わ
が
国
の
社
会
科
学

に
お
い
て
相
対
し
て
看
過
さ
れ
て
き
た
近
代
日
本
の
職
業
訓
練
の
研
究
に
先
鞭

を
つ
け
ら
れ
、
そ
の
基
本
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
業
績
は
極
め
て
大
ぎ
い
。

（
日
本
労
働
協
会
、
昭
和
五
三
年
三
月
刊
．
四
一
九
頁
）
。
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